『 が ん ば ろう 岩手 つなが ろう 岩手 』 緊 急 アビ ピール 


本 県 は 、 去 る 3 月 11 日 、 国 内 観測 史上 最大 の マグ ニチ ュー ド 9.0 と いう 東北 地方 太 
平 洋 沖 地 震 と 津波 に 見 舞 わ れ 、 多 く の 方 々 が 亡くな り 、 ま た 、 行 方 不明 と な る な ど 未 
党 有 の 大 被害 を 受け まし た 。 


私 た ち 岩 手 県 民 は 、 明 治 、 昭 和 の 三陸 大 津波 を は じ め 、 繰 り 返 し 大 き な 災 害 に 見 舞 
われ て きま し た が 、 先 人 は 、 結 (ゆい ) の 精神 に より 、 助 け 合 い 、 励 まし 合い な が ら 
克服 し て きま し た 。 私 た ち も 、 何 と し て も この 苦難 を 乗り 越え 、 こ の 岩手 を 次 の 世代 
に 引き 継い で いか な けれ ば な り ま せん 。 


この 余り に 大 き な 自 然 災 害 を 前 に する 時 、 こ の 度 、 世 界 遺 産 に 登録 され た 平泉 が 、 
12 世紀 、 多 く の 命 が 犠牲 と な っ た 戦乱 に よる 荒廃 か ら 立 ち 上 が り 、 平 和 な 理想 卿 を 目 
指し た 際 の 、 人 と 人 と の 共生 、 人 と 自然 と の 共生 の 理念 を 胸 に 、 復 興 に 臨ん で いく べ 
きも の と の 思い を 新た に し ます 。 


岩手 県 が 県 内 各層 の 方 々 と 共に 取り まとめ た 復興 基本 計画 案 で は 、「 安 全 の 確保 」「 暮 
らし の 再建 」「 な り わ い の 再 生 」 の 原則 の 下 に 、「 い の ち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き 
る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 」 を 目指 し て 取り 組む こと と し て いま す 。 


オー ル 岩 手 の 官 民 協 働 の ネッ トワ ー ク で ある 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 は 、 こ の 計 
画 の 目指 す 姿 の 実現 に 向け て 、 地 域 を 担う 人 材 の 育成 や 、 三 陸 の 海 の 資 源 を 活用 し た 
新 産業 創出 な ど 、 地 域 と 一 体 と な っ て 復興 に 取り 組ん で いく こと を 会 員 の 総意 と し て 
アビ ピー ル す る も の で す 。 
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